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２００９年９月２日
専攻・講座名　　　物理科学専攻　
学年　 　博士前期過程　２回生
氏名 　　 　　　　　稲冨　晶子
　２００９年８月２４日から２９日にかけて開催された「原子核三者若手夏の学校」に参加しましたので、報告いたします。
　素粒子パートでは、３つの講義と３回の研究会がありました。講義は、弦理論、格子場の理論、現象論の３分野で、研究会では１７人の発表が行われました。
　弦理論の講義内容は、Ｄ－ブレーンとその応用についてでした。素粒子物理学にはまだ、重力の量子化、パラメーターの階層性、強結合理論、クォークの閉じ込め等の問題があります。弦理論を用いることで、その問題を解決することが図られています。弦には開弦と閉弦の２種類があり、開弦の端を固定した面をＤ－ブレーンといいます。多重Ｄ－ブレーンモデルとして、２つのＤ－ブレーンを考えます。２つの面に弦の端点を固定すると、４種類の固定の仕方があります。そのうち同一面上に固定されている弦はMasslessとなり、違う面上に固定された弦は伸ばされ質量が生まれます。これがHiggs場と考えられています。４つの場は行列で表すことが出来、非可換ゲージ理論となっています。また、Ｄ－ブレーン上が我々の住む４次元宇宙であるというブレーンワールドというモデルが考えられています。また、閉弦のMasslessモードは重力子に対応します。これは発散がもともとなく、重力の量子効果が有限で計算可能となります。ボソンとフェルオンの入れ替えに対応する対象性を超対称性（Super symmetry）といい、SUSYとも呼ばれます。超対称性をとりいれた弦理論を超弦理論といいます。超弦理論は１０次元あり、１次元の時間と９次元の空間を持っています。そのうち３つの空間次元は広がっており、残りの６次元はコンパクト化されています。他にもフェルミオンを２つ対応させた理論があり、時間が２次元で空間が２次元の超弦理論が考えられているそうです。
　研究会での「Comment on modified superstring field theory」という発表では、超対称性を持った超弦の場の理論（Superstring field theory）の話を聞きました。弦の場の理論は弦理論の真空構造を理解する上で重要な役割を持つと考えられ、そのために超弦の場の理論を考えます。超弦の場の理論には構成段階から様々な問題があり、解決に向けた試みがなされているそうです。
　研究会には講師の方の参加もあり、議論も活発に行われていました。研究の結果が出たとして、それにどんな価値があるのかなどといった視点の質問もあり、大変勉強になりました。この経験をこれからの研究に生かして行きたいと思います。
　最後になりましたが、大学院教育改革プログラム「理系の実践型女性科学者育成」より支援して頂きありがとうございました。この場をお借りして、関係者の方々にお礼申し上げます。
